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＜別紙＞ 

今年度の振り返り 

（１）泉大津高校との協働 

泉大津高校の学生が市民協働に関わる機会として、いくつかの取り組みを実施した。 

今年度は、学生が、おづぷらざで開催するスマホ活用講座にてサポート役として参加、

また、おづぷらざフェスタにて運営スタッフとして参加。 

学生が地域活動団体の活動を知る機会となった。また地域のシニア世代は学生と関わ

ることを喜ばれていた。 

 

（２）サテライト会議室の利用者数 UP 

 登録団体の意見としてもあった、市内に無料で利用できる会議スペースが少ないとい

う課題に対応するため、サテライト会議室の設定を増やしたことで施設利用者数が大幅

に増加した。 

 サテライト会議室に設定したものは、民間のレンタルスペースではあるが、元々地域

での活用を希望する空きスペースであったため、仕組み等、事業者と共に検討して運用

開始した。 

 

（３）団体交流会の開催 

 登録団体からの意見もあり、団体の情報共有とネットワークづくりを目的とした団体

交流会をフェスタ説明会と併せて開催した。交流会後、イベント等でコラボする団体が

あるなど、一定の成果があった。また継続開催の声も多かったため、今後も開催予定。 

 

（４）イベントいっぱい、発信いっぱい 

 昨年に引き続き、今年も市内でのイベントがたくさん実施されていた。それに伴い、

おづぷらざからの情報発信支援数も増加したが、発信方法も含めた情報発信整理が今後

の課題であると感じている。 

 


